
長崎県中山間ふるさと活性化基金

１．事業の目的

中山間地域が持つ国土保全等の多面的機能は、健全な農業生産活動を通じて農

地や水路等が維持される中で発揮されてきた。しかし、近年では多くの地域で、過疎化、

混住化、農家の高齢化に伴い、農地や施設の適切な管理が難しくなってきている。

中山間ふるさと活性化基金は、このような課題に対し中山間地域における農地や施

設の有する多面的機能の良好な発揮と地域住民活動の活性化を図るため、地域住民

活動を推進する人材の育成、農地や施設の利活用及び保全整備等の促進に対する支

援を目的とする。

２．令和元年度の実施状況

（１）県民への情報発信

  ・都市住民へ農業農村について関心を持ってもらうこと及び農村の地域住民に対して

は地域の良さを再発見してもらうことを目的に、一般向け情報誌を県内各市町、振興

局等の行政機関窓口及びＪＡ等３９０箇所へ計１，５６０部を配布。

・農業農村が持つ大切な役割を多くの人に知ってもらい、関心を高めていただくために、

長崎県土地改良事業団体連合会と共催で「長崎の農業・農村写真コンテスト」を開

催し、入賞作品については、各種農業関係イベント会場で展示を行った。

特に今年度は、昨年度に引き続き県庁ロビーでの受賞作品の展示会(R2.3.6～

R2.3.10).を行う予定にしているとともに、新たな取り組みとして「学生部門」を新設し、

若者への関心を高める試みを行った。



（２）集落保全活動モデル地区支援による地域住民等への普及・啓発

   ・農地や土地改良施設の保全に対する住民意識の向上及び保全活動の必要性等の

普及・啓発のため、県内の中山間地域等計５地区の地域住民活動等へ支援を行っ

た。（表-１）

  表-１ 令和元年度集落保全活動モデル地区支援一覧（R1.12 末時点）

地区名
事業費予算

（千円）
主なイベント等の概要

大中尾棚田（長崎市） ３００ 「大中尾棚田火祭り」

木場棚田（川棚町） ２６０ 「木場棚田だんだんまつり」ｳｫｰｸﾗﾘｰ等

鬼木棚田（波佐見町） ４７０ 「鬼木棚田まつり」案山子コンテスト等

土谷棚田（松浦市） ８００ 「土谷棚田火祭り」

春日地区（平戸市） ４４３ 加工品パッケージ作成

合計５地区 ２，２７３

大中尾棚田             大中尾棚田               木場棚田

鬼木棚田              鬼木棚田

土谷棚田                春日棚田

【雨天（台風）により中止】       【現在かんころを使ったお菓子のパッケージ作成中】



（３）集落保全活動モデル地区支援の見直しについて

・これまで集落保全活動モデル地区としてイベント等への支援を行っており、

①棚田まつり等は年間のイベントとして地域に定着した。

②各地域の取り組みにより、都市住民等への中山間地域の多面的機能の効果を広く

ＰＲ・周知できた効果は大きい。

③地域に協議会の設立等によりイベント等実施体制確立され、さらにイベントの準備がき

っかけとなり、地域にある農地等の維持・管理の必要性に対する意識向上に繋がって

いる。等

の成果が上がっているものの

①地域の取り組みや販売農産物等周知方法がイベントに限定されている。

②棚田百選外等に続く横展開が進まなかった。

③集落住民の高齢化、担い手不足によるイベント継続困難の問題が起きている。等

に対応すべく今回新しい取り組みを行う見直し（参考資料１～４参照）を行った。

（４）長崎県ふるさと・水と土指導員の研修及び活動支援

・情報交換と知識の修得を図るため、長崎県ふるさと・水と土指導員（以下「指導員」と

いう。）を全国研修会等へ派遣した。（表-２）

  表-２ 指導員の全国研修会への派遣情況（令和元年度）

研 修 名 期 間 開催地 派遣人

数

「田んぼの学校」指導者育成研修 7/12～13 静岡県 4 人

令和元年度ふるさと水と土基金全国研修会 9/12～13 東京都 1 人

第２４回全国棚田（千枚田）サミット 10/13～14 山口県 ４人

・指導員の資質向上、情報交換等を図るため、県庁で R2.2.6～7 に県内研修会を開

催（指導員延べ１6 名参加）。外部講師の講演や県内指導員の活動事例発表等を

実施。

・指導員の活動に伴う万一の事故発生に備えるため、傷害保険及び賠償責任保険に

継続加入。

  

（５）県内棚田サミット開催による棚田保全活動の情報共有化

・Ｈ１４年度から「日本の棚田百選」県内認定６地区の持ち回りで「長崎県棚田保全代

表者会議」を毎年開催しており、各地区棚田保全活動における情報共有の場となって

いる。

・R1 年度は、清水棚田を擁する雲仙市千々石町において開催（参加者５７名）。

・Ｒ２年度は、日向棚田を擁する川棚町木場地区において開催予定。



３．指導員の認定状況

・指導員は、地域住民活動の活性化を図るため、土地改良施設や農地の利活用、都

市住民との交流活動、普及・啓発活動などの地域住民活動に対して、指導・助言等を

行う者で、市町の推薦に基づき県で認定している。

  ・R1 年１２月現在で、県下２１市町のうち、１３市町で２０名を認定。（表-３）

・指導員の構成内訳は次のとおり。



【男女比】 男性２０名(１００%)、女性０名(０%)である。（図-１）

【年齢構成】

    ４０歳代 １名(５%)、５０歳代 ２名(１０%)、６０歳代１３名(６５%)、７０歳代 ４名(２０%)

となっており、平均年齢は６３歳で、最年少は４４歳、最高齢は７４歳である。（図-２）



４．中山間ふるさと活性化基金の運用状況

（１）運用実績と使用額の推移

・H15年度からH30年度における運用実績は、運用率0.03％～0.54％の低金利状況。

H30 年度の運用率は 0.03％。

・H20 年度から基金元本を取り崩し、活動経費へ充当している。（図-３）

・基金の運用については、県会計課で一元運用管理。

   ※Ｈ30 年度末現在の基金元本残高は、1,577,781 千円（約１６億円）

   ※基金元本の取崩し額は、H26 年度 688 千円、H27 年度 1,602 千円 H28 年度

4,842 千円、H29 年度 13,413 千円、H30 年度 15,749 千円

   ※基金元本の取崩しは、低金利で運用益が少ない状況にあっても必要な事業が行え

るよう、基金元本額の一定基準割合まで認められている。

（参考）基金使用額は、H26 年度 3,578 千円、H27 年度 4,433 千円 H28 年度 5,927

千円、H29 年度 14,226 千円、H30 年度 16,244 千円


